
　那覇市では、新しい年度が始まる前に、その１年間で、どのぐらいの収入があるのか？そして
その１年間の行政サービスをどのように行うのかを計画し、そのために使うお金を見積もります。
那覇市の予算書には、これからの１年間のお金の使いみちが記されています。
　市役所等の行政機関では、４月から翌年の３月までの１年間を年度といいます。

　那覇市役所のそれぞれの担当部局は、市民のみなさんの意見や要望を聴き、「向こう１年間の
行政サービス」を検討します。市長は、各担当部局の案を自分の考えにそって予算案をまとめ、
市議会に提案します。

　市議会で決定した予算を使っていくうえで、予算を見積もるときに予測できなかったことが起こ
るときがあります。例えば、台風などの自然災害により、急にお金を使わなければならないときな
どは予算を変える必要があります。このような場合にも、市長が変更する予算案をつくり、最初の
予算と同じように市議会へ提案します。この予算のことを補正予算といいます。

　市民を代表する市議会議員は、提案された予算案をいろいろな面から審議したうえで市議会の
議決により予算を決めます。

基礎知識編
予算についてのいろいろな「おしえて！」についてお答えします。

予算とは！

Q 予算ってなんだろう？ おしえて！

A 予算とは、１年度間（４月から翌年の３月まで）の収入（入ってくる
お金） と支出（使うお金）を前もって見積もることです。

予算の決め方は？

Q どうやって那覇市の予算を決めるの？ おしえて！

A 市長が予算案をつくります。そして、市議会の審議と議決によって成立します。

予算の変更は？

Q 一度決めた予算は、変えることはないの？ おしえて！

A 変えることがあります。補正予算といいます。
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　入ってくる予定のお金とそのお金の使いみちが予算でした。その予算を使った結果を決算とい
います。決算では、１年間に予算の範囲内で行政サービスを行った結果をあらわしています。つ
まり、新しい年度が始まる前に決めた予算とその後の補正予算で見積もった収入と支出の結果
（入ってきたお金と使ったお金）が決算です。決算書は会計管理者がつくり、市長が市議会の認
定を受けることになります。

予算のその後は？

Q 予算を使ったあとは？ おしえて！

A その年度の予算の収支の結果を決算書として作成し、報告します。

予算の規模は？

Q 那覇市の予算の規模は？ おしえて！

A 「一般会計予算」では、１，３４４億７，０００万円、「特別会計予算」そして、
「公営企業会計予算」をあわせると、２，２６８億８，７８９万円になります。

一般会計予算

１，３４４億７，０００万円

一般会計とは、教育・
福祉や道路、公園の整
備など市の基礎的な行
政サービスを行うため
の会計のことです。主
な収入は、市税（市民
税や固定資産税など）
や国・県支出金などで
す。

特別会計予算 ７８５億９，３５９万円

特別会計予算とは、特定の目的のための会計予算で、国
民健康保険税など特定の収入があり、一般会計予算から切
り離して、その収入・支出を経理する会計のことです。那覇
市には、７つの特別会計予算があります。

・土地区画整理事業特別会計（１億６，３４７万円）

・国民健康保険事業特別会計（４９７億８，２９１万円）
・市街地再開発事業特別会計（１８億５，３８１万円）

・介護保険事業特別会計（２３３億９，６８１万円）
・後期高齢者医療特別会計（２９億８，３７１万円）

・病院事業債管理特別会計（３億２，５３６万円）
・母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計（８，７５１万円）

公営企業会計予算 １３８億２，４３１万円

那覇市では、水道事業及び下水道事業の２つの公営企業会計
予算があります。民間企業と同じように、事業で収益をあげて運
営しています。
・水道事業会計予算（７８億９，７８４万円）

・下水道事業会計予算（５９億２，６４６万円）
※平成２０年度から病院事業会計は、地方独立行政法人へ移行しまし
た。

+

+

=２，２６８億８，７８９万円
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